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2023 年度 レジデント 

アドバンスコース募集要項（歯科衛生士） 

 

【 口腔リハビリテーション 】 

 

2023 

日本歯科大学附属病院 

日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック 
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目的 

日本歯科大学附属病院レジデントアドバンスコース（歯科衛生士）は、摂食嚥下リハ

ビリテーション、歯科訪問診療等に関する専門性を持ち、要介護・障害児者の歯科診療

業務に携わることのできるレベルに達する歯科衛生士を養成することを目的とします。 

 

募集人員 

 若干名 

 

研修年限 

 令和 5 年 4 月 1 日(土)～令和 6 年 3 月 3０日(土) 1 年間（年度ごとに更新可能） 

 

修了の要件 

 コースの修了認定規則の定めるところにより認定を行う。なお、認定された者は、コー

スを更新・継続することができる。 

 

待 遇 

  診療に従事した場合は、一定額の報酬を支給する。 

 

出願資格 

 １）歯科衛生士免許を有する者 

 ２）外国において学校教育法における 12 年の課程を修了し、前号の規定に相当する者 

３）各学会※倫理規程を遵守する者 

※【日本摂食嚥下リハビリテーション学会、日本老年歯科医学会、日本障害者歯科学会】 

４）本院レジデントコース（歯科衛生士）を修了した者、日本歯科大学東京短期大学 

口腔リハビリテーション専攻科を修了した者または、同等の学識、技術、ならびに 

経験を有すると判断される者 

 

出願受付期間 

出願期間：令和５年１月５日（木） ～ 令和５年１月１９日（木） 

 

出願場所 

日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック 

 〒184-0011 東京都小金井市東町 4-44-19 TEL: 042-316-6211  FAX: 042-316-6212  

 

出願方法 

所定の書類に入学検定料振込控えの複写を添えて、郵送にて提出する。 

受理した書類ならびに既納の入学検定料は、理由の如何にかかわらず返還しない。 

持参または郵送：各出願期間の最終日必着  
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出願書類 

１．入学願書（本学所定の用紙） 

２．履歴書・身上書 1 通（本学所定の用紙） 

３．成績証明書 1 通 

４．歯科衛生士免許証の複写 

５．入学検定料振込控えの複写 

ただし、本院レジデントコース（歯科衛生士）を修了した者については「１．入学願書」

ならびに「６．入学検定料振込控えの複写」のみの提出とする。なお、前年度の本院レジ

デントコース（歯科衛生士）修了者が継続してアドバンスコースに進む場合は、選考試験

を免除されることがある。 

 

入学検定料 

10,000 円 

 

試験科目 

 小論文、面接 

 

試験日程 

令和 5 年  ２月４日（土）  １５時３０分から 

 

試験会場 

日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック 

 〒184-0011 東京都小金井市東町 4-44-19 

  

合格者発表 

 結果は本人宛に通知する。 

 

研修納付金 

 100,000 円 

 

 

 

 

 

項目   

入学金 10,000 円 入学時のみ 

実習費 40,000 円 年度ごと 

教育運営費 50,000 円 年度ごと 

総計 100,000 円 初年度納付額 
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入学手続 

 １．期  限：合格者は、令和５年 3 月 23 日(木)までに入学手続きをしない場合には、

入学を許可しない（持参または郵送）。 

２．受付時間：水・日・祝日を除く午前 10 時から午後 4 時まで（時間厳守） 

       郵送の場合は、入学手続き期間の最終日必着 

３．場  所：日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック 

       歯科衛生士レジデントコース担当  

     〒184-0011 東京都小金井市東町 4-44-19 

     TEL: 042-316-6211  FAX: 042-316-6212 

４．必要書類 

１）誓約書（本学所定の用紙） 

２）保証書（本学所定の用紙） 

３）入学申請書 1 通 

４）納付金振込控えの複写 

受理した書類ならびに既納の入学金は、理由の如何にかかわらず返還しない。 

 

研修内容 

１．講義 

   摂食嚥下リハビリテーション・在宅歯科医療に関する応用編全般 

２．臨床研修 

１）患者配当による摂食嚥下リハビリテーション 

２）症例検討会 

３）臨床に関わるプレゼンテーション 

４）診療補助 

※日本摂食嚥下リハビリテーション学会、日本歯科衛生学会に入会する。日本老年

歯科医学会、日本障害者歯科学会への入会も推奨する。また各種学内外のセミナ

ーに参加する。 

３．教育演習 

４．修了ならびに更新認定 

１）摂食嚥下障害にかかわる基礎知識 

２）評価、スクリーニング能力 

３）摂食嚥下訓練手技 
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４）症例にかかわる歯科衛生診断 

５）プレゼンテーション 

以上の項目について総合的に評価したうえでコースの修了ならびに更新を認定する。 

 

 


